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「学びＵＰサポートガイド」Ｖｅｒ.４発刊に当たって

宮城県北部教育事務所 所長 小野 聡子

「学びＵＰサポートガイド （以下「学びＵＰ ）は，管内各学校の学力向上に」 」

向けた取組を継続してサポートすることをねらいとして，平成２３年２月に初版

を発刊いたしました。その後，改訂を重ねて，平成２５年３月に発刊した「学び

ＵＰ」 ３は，管内の教務主任等研修会，研究主任等研修会，各学校の校内研Ver.
修等で参考資料となるなど，管内児童生徒の学力向上のために役立てていただい

ていることに，心から感謝申し上げます。

さて，宮城県教育委員会では，平成２５年１０月に『学力向上に関する緊急会

議』から「学力向上に向けた５つの提言」を発信しました。子供たちが安心して

学校生活を送り，学習意欲や自信をもたせるためには，教師と子供，子供同士の

好ましい人間関係を築くとともに，分かる・できる授業づくりを積み上げていく

ことが必要です。その足がかりとして，各学校のすべての先生方にすぐに取り組

んでいただきたい事項を提言としてまとめたものです。

平成２７年度の全国学力・学習状況調査では，昨年度との比較で，全国平均を

下回る教科が増えるという結果になりましたが，児童生徒質問紙調査や学校質問

紙調査においては，これまで課題となっていた調査項目に改善傾向が見られてい

ます。このことは 「学力向上に向けた５つの提言」を踏まえた授業づくりの成果，

が徐々に現れてきたものと受け止めており，今後も各学校で，調査結果の分析を

基に 「５つの提言」を踏まえた授業改善の取組を積み重ねていただくことを期待，

しております。

今回の「学びＵＰ」 ４は 「確かな学力を培う７つのヒント ・ 特別支援教Ver. ， 」「

」 ， 「 」育の充実を図る３つのヒント に加え 新たに 健康な心身を培う３つのヒント

を加えた３章構成といたしました。第３章では，体力向上，生徒指導，そして道

， 。 ， ，徳の授業づくりについて 留意点及びポイントを示しました また 第１章では

「５つの提言」を含め，最新の情報も紹介しています。

， ，各章のヒントには これまでと同様に管内小・中学校の実践例を掲載しており

新たな取組も紹介することで内容の充実を図っております。国立教育政策研究所

の「授業アイディア例」などの資料を引用，参考にしておりますので，ぜひ活用

していただきたいと思います。他にも県教育委員会発行の『確かな学力を育む学

び合い～「みやぎ授業づくりスタンダード」の活用』(平成２８年１月)など，学

力向上に関わる多くの有用な資料がありますので，併せて活用していただきたい

と思います。

この「学びＵＰ」 ４が校内研修等における資料として，先生方の学び合いVer.
を深め，質の高い授業づくりをサポートするための一助となれば幸いです。

結びになりますが，大変貴重な実践事例（学校名は巻末に掲載しております）

を御提供いただきました各学校の校長先生をはじめ，教職員の皆様に心からお礼

を申し上げ，発刊に当たっての挨拶といたします。



第１章 確かな学力を培う７つのヒント
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（１）全国学力調査結果の分析をどう活用するかⅠ

～すべての教科へ生かすために～

◎ 全国学力調査の結果は，児童生徒の学力を客観的にみる一つの目安となります。また，

結果の分析を工夫すると，より効果的に指導の改善に反映させることが可能です。

国立教育政策研究所（以下 国研）が作成した解説資料，県の分析などを参考にして，

学校独自の分析を行い，国語，算数・数学，理科以外の教科にも共通する課題を明確にし

て，学校として取り組んでいくことが重要です。

１ 出題の趣旨

， 。○ 各教科の問題ごとに把握する力やその意義 場面設定などについて把握する

４ 今後の学習指導

， 。○ 正答のためには どのような学習指導改善が求められるのか明らかにする

○ どの学年でどんな力を付けていくのか共通理解を図る。

○ 学校としてのこれまでの取組を見直し，新たな取組について検討する。

○ 国語，算数・数学，理科以外の教科の共通実践事項を設定する。

５ 学力向上対策の検討

「 」（ ）○ 全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた 授業アイディア例 国研

や 確かな学力を育む学び合い～ みやぎ授業づくりスタンダード の活用～｣「 『 』

（宮城県教育委員会）等を参考に授業改善を図る。

， （ ， ，○ 全国学力調査の分析だけでなく その他の調査 標準学力検査 定期考査

意識調査等）の分析も加えて，総合的に学力向上対策を検討する。

○ 新たに設定する具体的な手立てについては，校内研究と関連させながら，

整合性を図り，共通理解・共通行動をとるようにする。

○ 新たな指導の有効性について，いつ・どのように検証するのかを明確にする。

３ 調査結果の分析

○ 自校の過去数年間の結果と全国，県の正答率を比較したり，児童生徒の

誤答を分析したりすることで，児童生徒の学力の傾向やこれまでの指導

の成果と課題を把握する。

２ 問題の分析

○ 学習指導要領における領域・内容を確認する。

○ 何学年の教科書のどのページと関連している内容なのかを押さえる。

◎ 各学校では，こんな取組が・・・
まず，先生方全員で問題を解いてみること，そして，学校独自の分析をしてみることが

大切です。３ページから分析の参考として 「平成27年度 全国学力調査問題の分析の例」，

を紹介します。

国
研
の
資
料
を
参
考
に
す
る
。

Ⅰ 児童生徒の学力の現状・学校の現状について第１章 ＲＥＳＥＡＲＣＨ（現状把握）
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Ⅰ 児童生徒の学力の現状・学校の現状について第１章 ＲＥＳＥＡＲＣＨ（現状把握）

学力向上に関する県の取組の理解と活用

◎ 課題に応じた県としての取組や提案を活用しましょう。

全国や県の学力・学習状況調査について，宮城県全体としての課題やその改善に向けた

学力向上対策をつかんでおくと，自校の課題に応じて活用することができます。ここでは

上段で「学びの道しるべ ，下段で「確かな学力を育む学び合い」の一部を取り上げまし」

たが，１２ページからのヒントⅢでも県の学力向上対策の活用例を紹介しています。

思考を深める話

合いにするための

ヒントが載ってい

ます。

これを参考に，各学校で

検証改善サイクルを確立し

ましょう｡

この｢学びの道しるべ｣

とは，全国や県の調査を

活用した検証改善サイク

ルを明示したものです｡
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５ (２)の調査結果 （正 答 率 ％）

設問番号 設 問 の 概 要 全国(公立 宮城県）

５ (２) コラムの中で筆者が引用している言葉を書き抜く。 １９．８ １６．７

誤 答 傾 向 ① 誤 答 傾 向 ② 誤 答 傾 向 ③

引用している言葉だけでな 引用部分を「 」で括ること 設問に「自分の思いや考え

く，引用部分を含む文章全体を はとらえているが，それ以外の を根拠付けるため」とあるこ

答えている （×ある作家の） 「 」と混同している。 とから，引用部分を最後のま。

×世界本の日 ×子ども読書 とめと誤ってとらえている。（ ）

（×世界の人々）

」 ， ， 。課 題 引用 とは 本や文章の一節や文 語句などを引いてくることであると理解すること「

【具体的な指導の方策】

， （「 」 ）， ）○ 理解に向けて ：引用の意味 引用の仕方 で括ること等 引用することの目的(利点

（ 「 」 ）等について 直接的に指導する， 。 □学年の教科・領域□□ □□□ の題材で

○ 活用を通して ：｢自分の考えを補説したい｣｢説得力を高めたい｣等，目的意識をもって自ら選

んで引用する言語活動を設定することで，実生活で生きて働く力を高める。

【ステップⅠ】 まず，どのような誤答傾向が見られたかを把握し，課題をつかみましょう。

【ステップⅡ】 次に，明らかになった課題に応じて，指導の方策を具体的に立てましょう。

（２）全国学力調査問題の分析の例① 小学校国語Ⅰ

Ⅰ 児童生徒の学力の現状・学校の現状について第１章 ＲＥＳＥＡＲＣＨ（現状把握）
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正答率が低かった問題（Ｂ問題） （正 答 率 ％）

(公立)設問番号 設 問 の 概 要 全国(公立 宮城県）

２ (三) 資料を参考にして2020年の日本の社会を予想し，その社 ２３．０ ２２．２
会にどのように関わっていきたいか，自分の考えを書く。

３ (三) 文章の最後の一文があった方がよいかどうかについて， ３１．１ ３０．６
話の展開を取り上げ理由も入れながら自分の考えを書く。

※全体の傾向だけでなく，生徒一人一人の解答の状況を解答類型に照らして把握課 題

しておくことも大事です。

○ 問われていることや記述の条件が複数ある場合，それらの全てを踏まえて書くこと。

○ 自分の考えの根拠を明確にして書くことや，具体的に書くこと。

【言語活動の質を高める】
○ 教師が評価・指導

情報をより正確に理解し，より適切に表現できるよう，具体的な規準に照らして評価・指導

する （適切な記述の仕方，不足している内容等を具体的に添削するなど ）。 。

○ 学び合いの活用

自分の考えを書いたり, 話し合ったりする際 「示された視点に沿っているか 「自分の考， 」

えを支える根拠が明確に示されているか」等について助言し合う学習活動を設定する。

→「平成２７年度 中学校 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイデア例(p７)」から

【ステップⅠ】正答率が低かった問題について，傾向や関連性から課題をつかみましょう。

［解答類型から］ ２(三)

設問では「2020年の日本がどのような社会になっていると予想

するか」「その社会にどのように関わっていきたいか」の二つを

求めているが，どちらかの記述がない。または，「具体的に書く

こと」という条件を満たしていない。

［解答類型から］ ３(三)

示された二つの条件のうち，「話の

展開を取り上げること」「理由を書く

こと」のどちらかの記述がない。

【ステップⅡ】 次に，明らかになった課題に応じて，指導の方策を具体的に立てましょう。

（２）全国学力調査問題の分析の例② 中学校国語Ⅰ

自分の考えを書く際，条件を満たしていなかった解答例

Ⅰ 児童生徒の学力の現状・学校の現状について第１章 ＲＥＳＥＡＲＣＨ（現状把握）
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正 答 率 ）
４(１)と(２)の調査結果

（

設問番号 設問の概要 全国(公立) 宮城県

(１) °， °， °， °を規準として角の大きさ90 180 270 360

８３．８を見当付けたものから，正しいものを選ぶ ８１．３

(２) 分度器の目盛りを読み， °より大きい角の大きさ
４

180

５６．０を求める ５８．２

150°と解答した児童は３７．２％（全国は３５％）

角の大きさの見当付けはできていても，正しく測定できていない児童も

いることが分かります。

角の大きさの見当を付けることと，実際に測定することを関連付けるこ

とが大切です。

「見積もる」→「測定する」→「振り返る」

といった学習活動が極めて重要です。

また，誤答を取り上げて「150°と答えた気持ちが分かるかな？」と問い
掛け，なぜ間違えたのか，どうしたら正しく測定できるのかを話し合わせ

るといった活動も考えられます。

（２）全国学力調査問題の分析の例 ③ 小学校算数Ⅰ

関連した設問のクロス集計をしてみましょう

Ⅰ 児童生徒の学力の現状・学校の現状について第１章 ＲＥＳＥＡＲＣＨ（現状把握）
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まず，円のラインを引きました。

次に，正三角形を下の図のように巻き尺でつくります。

先生は，巻き尺の「０ｍ」のところと「24ｍ」のところ

を持って，円の中心に当てました。

そして，あさ子さんとたかしさんに 「まわりの長さが24，

ｍの正三角形になるように巻き尺を持ってください 」と言。

いました。

さらに，30°の角を下の図のようにつくります。

先生は，まなみさんに，あさ子さんとたかしさんが持っているところの真ん中に巻き尺をあわせるように言いまし

㋐た。そして， のところを指して 「30°の角ができました 」といいました。， 。

全国 宮城県（公立）

正答率 正答率

４３．７４９．１

(無解答 ％) (無解答２２％)23 3．

正答は「正三角形の一つの角の大きさは60°
であること」「合同な図形の対応する角の大き
さは等しいこと」の両方を記述したものです。

聞き手に的確に伝わるようにするためには，
根拠となる事柄を過不足なく説明することが大
切です。

指導に当たっては，根拠が不足した説明を示
して，「なぜこのように言えるのですか。」
「もっと詳しく言えませんか。」と発問し，説
明に不足している根拠について話し合わせる活
動が考えられます。

中学校数学Ｂでは

小・中学校 算数・数学Ⅰ（２）全国学力調査問題の分析の例 ④

系統的に数学的な思考力・表現力を高めるた

めに，記述式設問における実態と，小･中学校

それぞれの設問の趣旨を把握しましょう

Ⅰ 児童生徒の学力の現状・学校の現状について第１章 ＲＥＳＥＡＲＣＨ（現状把握）
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Ⅰ 児童生徒の学力の現状・学校の現状について第１章 ＲＥＳＥＡＲＣＨ（現状把握）

解答類型 全国反応率％ 宮城県反応率％

正 答 ４０．８ ３８．１
３(ｎ＋１)

記述誤り ０．２ ０．２

正 答 ３．３ ２．５３ｎ＋３

記述誤り ８．０ ８．２

上記以外 ２４．３ ２５．２

無解答 ２３．３ ２５．６

【小学校における調査結果から求められる授業づくり】

趣旨：事柄が成り立つ理由を，

構想を立て，根拠を明確に

して説明する

説明すべき事柄について，論理的な

思考力や表現力をみています。

「○○であるから，△△である。」

のような形で，「根拠（○○）」と

「成り立つ事柄（△△）」の両方の記

述が求められます。

大切なことは，

「何が記述されているか。」

つまり，評価のポイントは「記述され

た形」ではなく，「記述された内容」

ということです。

記述式設問においては，何をどの程度，思考・判断したこと

を表現することができているのか？

各学年において，考えたことをどのように表現することが求

められるのか？

単元のどの内容の指導を系統的に指導するのか？

（中学校の学習を見据えて）

・各学年における言語活動の充実 ・児童ノート指導 等

記述の

実態把握

積み上げる

内容の確認

実態に応じた

指導の工夫

記述式設問における小･中学校の関連
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３

(２)

(２ )

解答類型と反応率

宮城県反応率 全国反応率 正答解 答 類 型

１（Ｂ→Ａ→Ｃの順に温度計の示す温度が高くなる）と解答 １５ ４％ １４ ８％1 . .

２（Ｂ→Ｃ→Ａの順に温度計の示す温度が高くなる）と解答 ５ ２％ ５ ２％2 . .

３（Ｃ→Ａ→Ｂの順に温度計の示す温度が高くなる）と解答 ２７ ６％ ２４ ４％3 . .

4 ◎４（Ｃ→Ｂ→Ａの順に温度計の示す温度が高くなる）と解答 ５０ ７％ ５４ ２％. .

上記以外の解答 ０ ６％ ０ ７％5 . .

無解答 ０ ６％ ０ ７％6 . .

（２）全国学力調査問題の分析の例 ⑤ 小学校理科Ⅰ

予想が一致した場合に得られる結果を見通して実験を計画すること

ができるようにすることが大事です。そのために，実験を開始する前

に結果の見通しをもち，その内容を発表したり説明したりするなどの

活動が考えられます。

また，実験結果が結果の見通しと一致しなかった場合に，実験結果

を基に，より妥当な考えに修正できるようにしましょう。

解決に向けた方略をもつ力が育っているか

解答類型と反応率から考察してみましょう

Ⅰ 児童生徒の学力の現状・学校の現状について第１章 ＲＥＳＥＡＲＣＨ（現状把握）
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（３）全国学力調査結果を生かした取組Ⅰ

◎ 学力向上のために，こんな工夫が・・・

① 指導法改善計画の作成

算数科における少人数指導及びＴＴ指導の具体の内容を明示し，全職員が共通理解を

図り，より教育効果を高める工夫に努めています。学力・学習状況調査の活用計画を項

立てすることにより，年間の見通しがもてるようになります。

② 学力・学習状況調査の活用計画による調査結果を生かした取組

調査結果の分析を基に対策を立て 「学び直し」を行うとともに，家庭への周知・協，

力依頼を行っています。計画から確実な連携に努めていることが分かります。

◎学力・学習調査の活用計画を含めた指導法改善の取組

※この実践例は，大崎市立古川第五小学校の実践を参考にさせていただきました。

教育計画に「指導法改善計

画」を位置付け，児童のよ

さや特性を生かしながら学

力向上を図る具体的な取組

を示し，全職員の共通理解

を図っています。

「学力にかかわる児童の実

態調査」を項立てし，具体

的に学力・学習状況調査の

分析及び具体的な指導方法

の検討を行っています。

保護者へのお便りで，学力

・学習状況調査の分析と今

後の対策を知らせ，協力を

お願いしています。

「指導法改善計画」に「全国，宮城県，大崎市の学力・学習状況

調査の活用計画」を項立てし，結果の分析を基に『学び直し』を

行うとともに，家庭との連携も視野に入れた取組を計画的に実践

しています。

Ⅰ 児童生徒の学力の現状・学校の現状について第１章 RESEARCH（現状把握）
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教育課程編成方針についてチェックポイント１
□ 学習指導要領の趣旨を踏まえた教育課程になっているか。
□ 学校経営方針との整合性を図っているか。
□ 標準時数の確保や余裕時数の適切な振り分けなど，適切に時数管理を行っているか。
□ 身に付けさせたい力を明確にして余裕時数の活用計画を立てているか。

志教育についてチェックポイント２
□ 校務分掌に志教育担当教諭を位置付け，職務内容を明確にしているか。
□ 学校の特色を生かして，志教育の全体計画及び年間指導計画を前年度の実践を生かし
て改善しているか。

道徳教育についてチェックポイント３
□ 校務分掌に道徳教育推進教師を位置付け，職務内容を明確にしているか。
□ 各教科・領域の指導内容及び時期との関連を図った指導計画を整備し，改善を図って
いるか。

□ 担任としての思いや願い，方針を明確にした｢学級における指導計画｣を作成し，活用を図
っているか。

総合的な学習の時間についてチェックポイント４
□ 全体計画及び年間指導計画，単元計画を整備し，改善を図っているか。
□ 探究的な学習を重視し，総合的な学習の時間として適切な単元構成になっているか。
□ 指導計画では 「育てようとする資質や能力及び態度」と「評価規準」が明確になっ，
ているか。

特別活動についてチェックポイント５
□ 各教科，道徳，総合的な学習の時間などとの関連を踏まえ，特別活動の全体計画及び
学級活動・児童会活動・クラブ活動・学校行事の年間指導計画を整備し，改善を図って
いるか。

□ 学習指導要領で「学級活動」の内容として示された項目を踏まえた学習活動になって
いるか。

体育・健康教育についてチェックポイント６
□ 「学校体育 「学校保健 「学校安全 「食に関する指導」の関連を図った「体育・健」 」 」
康教育全体計画」を整備し，改善を図っているか。

□ 「みやぎ学校安全基本指針 「学校防災マニュアル作成ガイド （平成24年10月 宮城」 」
県教育委員会）を参考にして「学校安全計画」や「学校防災マニュアル」を整備し，改
善を図っているか。

特別支援教育について → Ｐ３７～参照チェックポイント７
□ 「個別の指導計画」や「個別の教育支援計画」を整備し，活用を図っているか。

種類や程度を考慮して，指導内容や指導方法を吟味しているか。□ 障害の

学校評価についてチェックポイント８
□ 学校評価実施計画を整備しているか。

， ， ， ，－評価委員会の設置 学校関係者評価委員会のメンバー選定 実施時期 評価項目
実施対象，公表方法，評価結果活用方法等の明示を－

□ 学校評価ガイドライン（文科省 平成２２年７月２０日改訂）を確認して計画の内容を
吟味しているか。
＜参考資料＞ (◎＝義務，○＝努力義務)

学 校 評 価 の 種 類 と 定 義 実施 公表 報告
自己評価 当該学校の全教職員が参加し，設定した目標や具体的計画等に照ら ◎ ◎ ◎

して，その達成状況や達成に向けた取組の適切さについて行う評価
， ，保護者 地域住民等の学校関係者などにより構成された委員会等が

学校関係者評価 その学校の教育活動の観察や意見交換等を通じて，自己評価の結果に ○ ※○

ついて評価することを基本として行う評価（※:学校関係者評価を実施

した場合，評価結果の設置者への報告は義務となる ）。

学校とその設置者が実施者となり，学校運営に関する外部の専門家を中

法令上の義務付けはない
第三者評価

心とした評価者により，自己評価や学校関係者評価の実施状況も踏まえつ

つ，教育活動その他の学校運営の状況について専門的視点から行う評価

◎ 教育課程編成で留意が必要な事項
① 学校や児童生徒の実態に即した教育課程になっているか。
② 教育計画全体に，学習指導要領の趣旨や県，管内，市町の方針，校長の学校経営方
針等がしっかりと貫かれ，整合性が保たれているか。

③ 全教職員の共通理解が図られているか。

（１）教育課程を見直す８つのチェックポイントⅡ

Ⅱ 学びを支える確かな土台づくり第１章 ＶＩＳＩＯＮ（展望）
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◎ さらに，こんな視点からの再確認も・・・
① 具体の評価規準を作成し，評価の観点や方法について共通理解を図っているか。

※P34「Ⅶ 次年度の計画作成のために (3)評価規準の作成，評価方法等の工夫

改善のための参考資料について」を参照

② 校内研究の成果の検証方法が確立しているか。

※P27「Ⅵ 校内研究の評価のために (1) 校内研究の評価のポイント」を参照

③ 校内研究の成果が，日々の授業や教育活動に生かされているか。

☆ 校内研究の日常化を図るためのチェックポイント

校内研究の目的についてチェックポイント１

□ 年度当初に全体会を設定し，校内研究の目的や内容，研究計画について共通理解を図
っているか。

研究主題の設定についてチェックポイント２

□ 主題設定の理由が明確に示され，研究主題，副題，研究仮説（視点）の関係に一貫性

があるか。

○ 研究主題・・目指す児童生徒像や各教科・領域の特質などが押さえられているか。
， 。○ 副 題・・研究主題を受けて 指導法や各教科・領域の関連などを示しているか

※P30「 資料】各校の校内研究主題一覧」を参照【

□ 研究仮説は，以下の点について押さえられているか。

， ， 。において すれば になるであろう

（内容） （方法） （目的）

○ 内容・・・各教科・領域，分野，学習過程などを限定し焦点化を図る。

○ 方法・・・具体的な「方法 「手立て 「手順 「指導内容」を明示する。」， 」， 」，
○ 目的・・・児童生徒をどのように変えようとするのかを端的に表す。

□ 中学校においては，各教科の研究主題が全校研究主題を受けた内容になっているか。

また，全校研究主題よりも優先されていることはないか。

研究推進スタイルについてチェックポイント３

指導案作成→指導案検討会→模擬授業→研究授業→事後検討会→次の授業研究□

などのように学校独自のＰＤＣＡサイクルで進めているか （上の進め方は一例）。

□ 校内研究を進めていく過程で，学年会（学年部会）や教科部会などの組織を生かし，
協働態勢で取り組んでいるか。

※P17「Ⅳ(１)教科指導力の向上を図る校内研究の工夫」を参照

授業検討会について（事前・事後）チェックポイント４

□ 「手立て」や「視点」に基づき，焦点化した検討会を行っているか。
□ 焦点化した話合いをするために，研究授業前に参観のポイントを示しているか。

□ 全員参加型の授業検討会にするなど運営を工夫しているか。

授業公開や人材活用についてチェックポイント５

□ 校内で完結せずに，自主公開や保護者の参観により，多様な意見を収集しているか。

□ 外部講師やマンパワーの活用を図っているか。

授業研究の校内でのつながりについてチェックポイント６

□ 授業研究の質的深まりを目指しているか。次の授業研究につなげているか。
授業研究１ 授業研究２

手立て１の成果 手立て１の成果を継承・発展

課題 手立て１の課題の解決策
手立て２の成果 手立て２の成果を継承・発展

課題 手立て２の課題の解決策

（２）校内研究活性化の６つのチェックポイントⅡ

Ⅱ 学びを支える確かな土台づくり第１章 ＶＩＳＩＯＮ（展望）
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（１ 「５つの提言」を生かした授業づくりⅢ ）

した。※この実践例は，大崎市立三本木小学校 小林真澄先生の授業を参考にさせていただきま

◎「５つの提言」を授業に生かすためにこんな工夫が…

① 指導過程の「指導上の留意点」欄に「５つの提言」を位置付けることで意識化を図り，

確実な実施につなげています。

② 位置付けた「提言」について，具体的な指導内容やその意図等を明記しています。

「５つの提言」

を位置付けてい

ます。

【学力向上に向けた５つの提言】

１ どの子供にも積極的に声掛けを

するとともに，子供の声に耳を傾

けること。

２ 子供をほめること，認めること。

３ 授業のねらいを明確にするととも

に，授業の終末に適用問題や小テス

ト，授業感想を書く時間を位置付け

ること。

４ 自分の考えをノートにしっかり書

かせること。

５ 家庭学習の時間を確保すること。

Ⅲ 宮城県の学力向上対策の活用第１章 ＰＬＡＮ（計画）
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宮城県教育委員会では，本県の喫緊の課題である算数・数学の

学力が向上しないことについて，宮城県学力向上対策協議会を立

ち上げ，４回にわたり協議を重ねて，「学力向上対策」をとりま

とめました。

この資料は，全ての教室ですぐに取り組んでいただきたい「学

力向上対策」を，よりイメージしやすくするために，具体的な実

践例とともにまとめたものです。

※この実践例は，大崎市立古川第五小学校の実践を参考にさせていただきました。

（２ 「算数・数学 ステップ・アップ５を生かした授業づくりⅢ ）

「段階」に『ときたい』

『つたえたい』『いかした

い』を示しています。

生活に即した問題，条件不足の

問題を提示し，「何が分かれば問

題として成立するのか」を考えさ

せています。

既習事項との違いを確認し，本時の課題

を意識させています。

児童の発言を基にめあてを提示し，意欲

を高めています。

Ⅲ 宮城県の学力向上対策の活用第１章 ＰＬＡＮ（計画）
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◎ 平成２６年度学力向上サポートプログラム事業支援校のアンケートから

本事業を活用して 「学力向上に向けた学校課題の改善が見られた 「どちらかといえば改， 」

善がみられた」を合わせると，小・中学校とも100％に達しています。また 「教科指導力の，

向上」や「教員の授業改善に対する意識の変容」についても 「みられた 「どちらかといえ， 」

ばみられた」を合わせると，小・中学校とも100％に達しています。

アンケートの記述欄には，成果として「協働性の確立 「３回という継続訪問の効果」等に」

ついて挙げられていました。

平成２７年度活用事例

学校課題を明らかに

し，課題改善に向けた

取組を計画します。

◎ 平成２０年度から始まった「学力向上サポートプログラム事業」は，平成２８年度で

第Ⅱ期目の最終年度を迎えます。本事業では，授業づくりや校内研究について，指導主

事が年に３回以上継続的に支援を行いますので，校内研修の推進に役立てることができ

。 ， 。ます その年度に支援を受けていない学校でも 年度途中で追加の支援申請が可能です

※この活用事例は，涌谷町立月将館小学校の実践報告書を参考にさせていただきました。

（３）学力向上サポートプログラム事業の活用Ⅲ

成果として，研究の視点

に基づいた授業づくりによ

る｢学習意欲の向上｣｢基礎

・基本の定着｣等，学力向

上に関することが挙げられ

ています。

また，教師の指導力向上

について，｢共同研究の意

識の高まり｣｢児童一人一人

の実態把握と各学年におけ

る指導の重点の明確化｣等

が挙げられています。

Ⅲ 宮城県の学力向上対策の活用第１章 ＰＬＡＮ（計画）
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（４）学力向上成果普及マンパワー活用事業の活用Ⅲ

◎ マンパワー活用事業を通して，こんな成果が・・・

① 校内研究の推進 ～客観的な評価を有効活用して～

学校の伝統や独自のスタイルは大切ですが，考え方や手立てが固定化してしまうと

いうマイナス面もあります。客観的な評価を得ることは，研究推進の原動力となります。

② 主体的な研究体制の構築 ～「学力向上サポートプログラム」の活用において～

活用の主体は学校です。指導・助言を受けたい点を全員で確認していくことによっ

て共通理解が深まり，主体的な研究体制が構築されます。

【その３】

○研究授業の助言者として

研究授業全体会での助言はもちろん，

授業者がマンツーマンで助言を受けるこ

とも可能です。特に中学校において教科

担当が一人の場合は，専門的な内容につ

いて話題にでき，授業について詳細

に検討することができます。

【その４】

○指導案づくりの助言者として

研究授業当日ではなく，学年や

教科部会での事前の検討会において，

指導案作成の講師をお願いすることも

可能です。また，模擬授業の助言を

受けることも効果的です。

【その１】

○模擬授業提供者として

校内研究の主題やサブテーマ，視点を

踏まえた指導案を提供してもらい，マン

パワーの先生が教師役，自校の先生方が

児童生徒役になって模擬授業を行う

研修です。

【その２】

○話題提供者として

校内研究の視点に沿った手立てに

ついて，具体的な実践を基に話題提供

をしてもらう研修です。自校の手立て

と比較することにより，校内研究の

推進に役立てることができます。

◎ 平成２７年度の学力向上成果普及教員の先生は，８８名（このうち北部管内は，１５

名）登録されました。学力向上成果普及教員の一覧表を，毎年，各学校に配布していま

す。学校から市町教育委員会を通して，登録されている先生方の派遣要請をすることが

できます。それぞれの分野で優れた実践を行っている先生方ですので，校内研究の活性

化に大変効果的です。管外のマンパワーの先生の活用も可能です。

活用事例 ※以下 学力向上成果普及教員 を マ，「 」 「
ンパワーの先生」と表記します。

【 ２７年度の活用状況について 】

○学力向上サポートプログラム事業において活用・・・・・ ８校

「古川第五小，古川第二小，上野目小，宮沢小，広原小，

古川中，古川西中，古川東中」

※その他，管外へのマンパワーの先生の活用 ６校

○事務所研修等において活用・・・・・・・・・・・・・・・３件

「初任者研修会 「授業力・指導力向上研修会（講師対象 」」 ）

「大崎地区教研視聴覚部会」

○校内研修会等において活用・・・・・・・・・・・・・・・２校

「真山小，高倉小」

校内研修等いろい

ろな活用ができま

す！マンパワーの先

生方から明日から役

立つ資料を提供いた

だけます！

Ⅲ 宮城県の学力向上対策の活用第１章 ＰＬＡＮ（計画）
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（５）みやぎ単元問題ライブラリーの活用Ⅲ

は，全国学力調査結果等から明らかになった本県◎ 「みやぎ単元問題ライブラリー」

児童生徒の課題を踏まえて作成された国語及び算数・数学の問題，解答例，解説版を

下記のアドレスからダウンロードできます。

また の予選･本選問題，解答･解説版も掲載されています。，「算数チャレンジ2015」

http://www.edu-c.pref.miyagi.jp/support/tangen/

◎ 各学校では，年間を通してこんな活用が・・・
① 単位時間の中で，適用問題として活用しています。

② 単元終了後に学習内容の定着を把握するための手立てとして活用しています。

③ 新しい単元の導入時に，既習事項の定着状況を把握するための手立てとして活用して

います。

④ 朝自習やドリルタイムなどで習熟を図るための問題として活用しています。

⑤ 活用する力を身に付けさせるため，発展問題に取り組ませる週末の課題として活用し

ています。

Ⅲ 宮城県の学力向上対策の活用第１章 ＰＬＡＮ（計画）


